令和７年度訪日教育旅行受入調整業務受託者選定基準

１　審査の方法

（1） 提出された企画提案書に対して審査する。

（2） 各選定委員は、次項に定める審査項目について採点する。

（3） 各委員の採点結果により、採点結果一覧表が作成される。

（4） 選定委員会は、採点結果一覧表により審議し、随意契約の相手方となる候補者を選定する。
２　審査の項目、視点及び配点

	審査の項目
	審査の視点
	配点

	１ 企画意図
	・国ごとの訪日教育旅行の現状とニーズを的確に把握し、本業務の目的を理解しているか。
	１０

	２　企画提案
	・受入校が学校交流の具体的なイメージを持てるような交流内容の提案となっているか。
	２０

	
	・国ごとの訪日教育旅行の市場特性及びそれに係る課題と、対応策が整理されているか。
	１０

	３ 実施体制等
	・連絡調整窓口の設置、受入調整、通訳の手配等、本業務を円滑に遂行するための体制が整備されているか。
	３０

	４ 業務実績
	・予定技術者の職歴・業務履歴、訪日教育旅行の学校交流受入支援に係る実績等、本業務の円滑な遂行が期待できるか。
	２５

	５ 費用対効果
	・実施内容に対し、十分に費用対効果に配慮した経費が算定されているか。
	５

	合計
	
	１００


